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竹

下

政

孝

著 

『

イ

ス

ラ

ー

ム

を

知

る 

四

つ

の

扉

』

 

 

ぷ

ね

う

ま

舎 

二

〇

一

三

・

一

刊 

四

六 

三

一

〇

頁 

二

八

〇

〇

円 

  

本

書

は

、

そ

の

あ

と

が

き

に

も

あ

る

よ

う

に

、

著

者

が

『

中

東

協

力

セ

ン

タ

ー

ニ

ュ

ー

ス

』

に

一

九

九

八

年

か

ら

二

〇

一

一

年

ま

で

寄

稿

し

た

文

章

を

再

編

集

し

た

も

の

で

あ

る

。

扱

わ

れ

て

い

る

テ

ー

マ

は

実

に

さ

ま

ざ

ま

で

、

著

者

が

イ

ス

ラ

ー

ム

理

解

の

際

に

重

要

だ

と

み

な

す

思

想

や

キ

ー

ワ

ー

ド

を

、

ク

ル

ア

ー

ン

を

は

じ

め

と

す

る

豊

富

な

文

献

引

用

と

と

も

に

解

説

す

る

。 

 

次

に

本

書

の

構

成

を

紹

介

し

よ

う

。

本

書

は

序

と

、
「

第

一

の

扉

」

か

ら

「

第

四

の

扉

」

ま

で

の

、

大

き

く

五

つ

の

部

分

か

ら

成

る

。

序

「

イ

ス

ラ

ー

ム

と

現

代

」

で

は

、

ま

ず

前

半

部

分

に

お

い

て

、

イ

ス

ラ

ー

ム

と

い

う

宗

教

が

ど

の

よ

う

に

特

徴

づ

け

ら

れ

る

か

が

、

そ

の

歴

史

に

つ

い

て

振

り

返

り

な

が

ら

議

論

さ

れ

る

。

後

半

部

分

で

は

、

伊

東

俊

太

郎

の

提

唱

し

た

「

精

神

革

命

」

に

、

イ

ス

ラ

ー

ム

を

位

置

付

け

る

こ

と

が

試

み

ら

れ

る

。

「

精

神

革

命

」

は

前

八

世

紀

か

ら

前

四

世

紀

に

か

け

て

、

ギ

リ

シ

ア

、

イ

ン

ド

、

中

国

、

イ

ス

ラ

エ

ル

で

起

こ

っ

た

と

さ

れ

る

、

よ

り

合

理

的

・

普

遍

的

な

世

界

観

へ

の

精

神

的

変

革

を

指

す

が

、

そ

れ

に

遅

れ

て

現

れ

た

キ

リ

ス

ト

教

と

イ

ス

ラ

ー

ム

は

「

第

二

次

精

神

革

命

」

「

一

神

教

革

命

」

と

位

置

付

け

ら

れ

る

。 

 

第

一

の

扉

「

生

と

死

の

思

想

」

で

は

、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

お

け

る

死

後

の

世

界

観

に

つ

い

て

考

察

さ

れ

て

い

る

。

ク

ル

ア

ー

ン

や

ハ

デ

ィ

ー

ス

に

散

在

す

る

来

世

や

天

国

、

地

獄

に

関

す

る

記

述

が

数

多

く

紹

介

さ

れ

て

い

る

が

、

各

情

報

が

伝

え

る

内

容

は

一

様

で

は

な

く

、

互

い

に

類

似

と

相

違

を

含

ん

だ

も

の

と

な

っ

て

い

る

。

様

々

な

時

代

、

立

場

に

い

た

ム

ス

リ

ム

た

ち

が

、

彼

ら

な

り

の

解

釈

や

理

解

に

基

づ

い

て

各

々

来

世

を

想

像

し

て

い

た

こ

と

が

う

か

が

え

る

。 

 

第

二

の

扉

「

魔

術

・

科

学

・

習

俗

―

イ

ス

ラ

ー

ム

と

い

う

意

識

」

で

は

、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

お

け

る

科

学

や

自

然

、

宗

教

的

慣

行

へ

の

理

解

の

あ

り

方

を

考

察

す

る

。

本

章

の

前

半

で

は

、

ク

ル

ア

ー

ン

や

ハ

デ

ィ

ー

ス

の

記

述

か

ら

、

魔

術

や

科

学

（

特

に

医

学

）

が

イ

ス

ラ

ー

ム

の

中

で

ど

の

よ

う

に

理

解

さ

れ

て

き

た

か

が

論

じ

ら

れ

る

。

後

半

で

は

、

聖

遺

物

や

暦

、

ヴ

ェ

ー

ル

が

統

治

や

人

々

の

日

々

の

暮

ら

し

に

お

い

て

ど

の

よ

う

な

役

割

を

果

た

し

て

い

た

か

が

考

察

さ

れ

る

。 

 

第

三

の

扉

「

預

言

者

・

追

随

者

・

天

使

―

イ

ス

ラ

ー

ム

の

根

」

で

は

、

預

言

者

と

奇

跡

と

の

関

係

、

イ

ス

ラ

ー

ム

思

想

の

萌

芽

期

の

人

物

と

し

て

の

ハ

サ

ン

・

ア

ル

バ

ス

リ

ー

、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

お

け

る

天

命

と

自

由

意

志

の

関

係

、

神

と

人

間

の

中

間

の

存

在

と

し

て

の

天

使

・

悪

魔

・

妖

鬼

な

ど

が

論

じ

ら

れ

る

。

「

イ

ス

ラ

ー

ム

の

根

」

と

著

者

が

記

し

て

い

る

よ

う

に

、

こ

の

扉

で

は

イ

ス

ラ

ー

ム

の

根

幹

と

も

言

え

る

六

信

の

内

の

天

使

、

使

徒

、

神

の

予

定

に

関

す

る

議

論

が

扱

わ

れ

て

い

る

。 

 

第

四

の

扉

「

聖

者

・

聖

女

・

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

―

イ

ス

ラ

ー

ム

の

心

」

は

イ

ス

ラ

ー

ム

思

想

史

に

お

け

る

禁

欲

主

義

や

神

秘

主

義

を

主

に

扱

う

。

中

で

も

、

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

に

哲

学

的

思

弁

を

取

り

入

れ

た

イ

ブ

ン

・

ア

ラ

ビ

ー

や

、

聖

女

と

さ

れ

る

ラ

ー

ビ

ア

・

ア

ダ

ウ

ィ

ー

ヤ

、

ペ

ル

シ

ア

語

で

作

品

を

著

し

た

聖

者

ル

ー

ミ

ー

に

焦

点

が

当

て

ら

れ

る

。 

 

以

上

紹

介

し

た

よ

う

に

、

本

書

の

扱

う

テ

ー

マ

は

非

常

に

多

種

多

様

で

あ
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る

。

そ

し

て

、

こ

れ

ら

の

テ

ー

マ

は

い

ず

れ

も

、

現

在

に

至

る

ま

で

の

イ

ス 

ラ

ー

ム

思

想

史

上

、

繰

り

返

し

、

盛

ん

に

議

論

さ

れ

て

き

た

も

の

で

あ

る

と 
言

え

る

。

ま

た

、

そ

れ

故

に

、

こ

れ

ら

の

テ

ー

マ

は

い

ず

れ

も

、

ム

ス

リ

ム 
が

ム

ス

リ

ム

た

る

上

で

の

ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

ー

の

形

成

や

、

彼

ら

の

精

神 

世

界

の

構

築

に

多

大

な

影

響

を

与

え

て

き

た

も

の

で

も

あ

る

。

そ

う

し

た

問 

題

に

つ

い

て

様

々

な

角

度

か

ら

知

識

と

理

解

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

る

本

書 

は

、

ま

さ

に

「

イ

ス

ラ

ー

ム

を

知

る

」

た

め

の

大

き

な

手

が

か

り

と

な

る

一 

冊

で

あ

る

だ

ろ

う

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

水

上 

遼

） 

 
 


